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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成28年9月1日(2016.9.1)

【公表番号】特表2015-528035(P2015-528035A)
【公表日】平成27年9月24日(2015.9.24)
【年通号数】公開・登録公報2015-059
【出願番号】特願2015-521068(P2015-521068)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ   1/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/18     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   5/00     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   7/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ    1/00     　　　　
   Ｃ０９Ｄ    5/18     　　　　
   Ｂ０５Ｄ    5/00     　　　Ｅ
   Ｂ０５Ｄ    7/24     ３０３Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成28年7月8日(2016.7.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　微細膨積バーミキュライト粒子の水性懸濁液を含む、耐火および／または防火特性を有
するスプレー塗料であって、前記バーミキュライト粒子が、化学的に剥離されたバーミキ
ュライトと熱的に剥離されたバーミキュライトとの混合物よりなり、化学的に剥離された
バーミキュライトは、全バーミキュライト含有量の７５重量％～９９重量％であり、熱的
に剥離されたバーミキュライト含有量が、全バーミキュライト含有量の２５重量％～１重
量％である、スプレー塗料。
【請求項２】
　請求項１のスプレー塗料において、化学的に剥離されたバーミキュライトは、全バーミ
キュライト含有量の８８重量％～９６重量％であり、熱的に剥離されたバーミキュライト
含有量が、全バーミキュライト含有量の１２重量％～４重量％である、スプレー塗料。
【請求項３】
　請求項１又は２のいずれか一項に記載のスプレー塗料において、化学的に剥離されたバ
ーミキュライトは、全バーミキュライト含有量の約９５重量％であり、熱的に剥離された
バーミキュライト含有量が、全バーミキュライト含有量の約５重量％である、スプレー塗
料。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載のスプレー塗料において、前記バーミキュライト粒
子が、１ｎｍ～１０００μｍの粒度を有している、スプレー塗料。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載のスプレー塗料において、前記バーミキュライト懸
濁液が、３００μｍ以下の最大粒度を有する膨積バーミキュライトを含んでいる、スプレ
ー塗料。
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【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載のスプレー塗料において、前記バーミキュライト粒
子は、５０μｍ～３００μｍのＤ９０を有し、好ましくは、１００μｍ～２５０μｍ、よ
り好ましくは、１５０μｍ～２００μｍである、スプレー塗料。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載のスプレー塗料において、前記バーミキュライト粒
子が、１００μｍ～２５０μｍのＤ９０を有する、スプレー塗料。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載のスプレー塗料において、前記バーミキュライト粒
子が、１５０μｍ～２００μｍのＤ９０を有する、スプレー塗料。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一項に記載のスプレー塗料において、前記バーミキュライト懸
濁液が、約３重量％～約４０重量％のバーミキュライトを含む、スプレー塗料。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載のスプレー塗料において、前記バーミキュライト懸
濁液が、約１０重量％～約３０重量％のバーミキュライトを含む、スプレー塗料。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載のスプレー塗料において、前記バーミキュライト
懸濁液が、約１５重量％～約２５重量％のバーミキュライトを含む、スプレー塗料。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載のスプレー塗料において、前記バーミキュライト
懸濁液が、約２０重量％のバーミキュライトを含む、スプレー塗料。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載のスプレー塗料が、ブルックフィールド試験機ナ
ンバー６ボブで回転速度２０ｒｐｍとして計測したときに５，５００ｃｐｓ～１０，００
０ｃｐｓの範囲の粘度を有する、スプレー塗料。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれか一項に記載のスプレー塗料が、ブルックフィールド試験機ナ
ンバー６ボブで回転速度２０ｒｐｍとして計測したときに８，０００ｃｐｓ～９，０００
ｃｐｓの範囲の粘度を有する、スプレー塗料。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか一項に記載のスプレー塗料が、ブルックフィールド試験機ナ
ンバー６ボブで回転速度２０ｒｐｍとして計測したときに８，４００ｃｐｓ～８，７００
ｃｐｓの範囲の粘度を有する、スプレー塗料。
【請求項１６】
　請求項１～１５のいずれか一項に記載のスプレー塗料が、ブルックフィールド試験機ナ
ンバー６ボブで回転速度２０ｒｐｍとして計測したときに８，５００ｃｐｓ～８，６００
ｃｐｓの範囲の粘度を有する、スプレー塗料。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれか一項に記載のスプレー塗料が、少なくとも６か月間、懸濁液
中に残存するバーミキュライトとともに保存部に安定して残存する、スプレー塗料。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれか一項に記載のスプレー塗料が、少なくとも１２か月間、懸濁
液中に残存するバーミキュライトとともに保存部に安定して残存している、スプレー塗料
。
【請求項１９】
　請求項１～１８のいずれか一項に記載のスプレー塗料が、少なくとも２４か月間、懸濁
液中に残存するバーミキュライトとともに保存部に安定して残存する、スプレー塗料。
【請求項２０】
　請求項１～１９のいずれか一項に記載のスプレー塗料が、３つの層にスプレーすること
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によって用いられるとき、ＢＳ７７６Ｐａｒｔ６および／または７の最も厳しい試験に合
格する、スプレー塗料。
【請求項２１】
　基材に対して耐火または防火特性を付与するための方法であって、前記いずれかの請求
項に記載のスプレー塗料を前記基材にスプレーすることを含む、方法。
【請求項２２】
　請求項２１に記載の方法であって、前記基材が木である、方法。
【請求項２３】
　請求項２１または２２に記載の方法であって、前記スプレー塗料が、主要なセメント系
耐火構造コーティングに対する補助層として用いられない、方法。
【請求項２４】
　請求項２１～２３のいずれか一項に記載の方法であって、前記スプレー塗料が、１以上
のコーティング内の前記基材に直接用いられる、方法。
【請求項２５】
　請求項２１～２４のいずれか一項に記載の方法であって、前記カラーコーティングまた
は装飾層が、前記スプレー塗料上に用いられる、方法。
【請求項２６】
　請求項１～２０のいずれか一項に記載のスプレー塗料の１種以上のコーティングによっ
てコートされた基材。
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